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使い方
・絵文字よみは参加者のユーモア、洞察、結合連想など
能力を引き出すため、手軽に実施できる思考ゲームです。
・出題者が参加者に対して「これは何と読むでしょう」
と出題します。(先に事例として答えを言うと導入しやすい)
・なかなか答えが出て来ないときは答えを誘導するように
ヒントを出すと良い。
・応用として、参加者の中でオリジナルの文字を創作すると
ことも楽しいでしょう。

用具
出題問題用紙（Ａ３） 36

注意事項
出題問題用紙の読み方の答えは裏面の上部隅に記載。
問題は発想が肝ですので思いつくこと言葉にしましょう。
問題の中には答えがわかりづらいものがあります。

保有数
（美祢１）（美東１）（秋芳１）

絵文字読みパート１

脳トレにぴったり！頭を柔ら

かくすることがポイントです。

文字を創作してオリジナル

を作るのも楽しいです。 
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